第6学年　理科学習指導案
日　時　７月１１日（金）６校時
対　象　６年１組　２５名　　　

　　授業者　菅　原　　雄　貴　　  
１　単元名　「植物の養分と水」
２　テーマ　見通しをもち，進んで追究する学びっぷり
３　本時の授業
(1) 目標
見通しをもって実験を行うことを通して，葉に日光が当たると養分ができることを確かめ，実験結果を基に考察したことを表現することができる。
(2) 展開（８／９）
	学習活動　

〇主な発問　・予想される児童の発言・思考
	・教師の働きかけ　◎評価　☆支援

	１　問題を確認する。
２　見通しをもつ。
　・葉に日光が当たってでんぷんができるならば，イはヨウ素液に反応するが，ウは反応しないはずだ。
　・エは日光が当たった部分だけでんぷんができていると思うけど，ヨウ素液の反応はどうなるのだろうか。
　・まず，アがヨウ素液に反応しないことを確かめなといけない。そうしないと元からでんぷんがないことが証明できない。
３　実験を行い，結果を共有する。
・反応が出るまで結構時間がかかる。
・アウは色が変わらず，イは青紫色になった。
・エは日光が当たっていた部分だけ反応した。

４　考察する
　・アが反応しなかったということは，朝の時点ではでんぷんがなかったことが分かる。
　・イがヨウ素液に反応してウが反応したということは，日光が当たることででんぷんができたことになる。
　・エも日光が当たった部分だけ反応しているから，日光が当たるとでんぷんができることでまちがいない。

５　まとめる
６　振り返る
　・日光が当たった葉にだけでんぷんができている
から，日光に当たることででんぷんができるこ　
とが分かった。
　・日光によく当たる方が良く育つ理由が今日の実
験で分かった。
　・今日できた養分は次の日には無くなるということだが，どこにいくのだろうか。
	・葉は授業の前からお湯に入れ、柔らかくさせておく。
・一日日光を当てずにおき，下記のように条件を変えた葉を準備させておく。
ア→朝のうちに摘んでおいた葉
イ→日光にあてた葉
ウ→日光に当てていない葉
エ→日光を当てる部分と当てない部分がある葉
☆４枚の葉がそれぞれどのようなものなのか分かるように確認し，いつでも振り返ることができるように黒板に提示しておく。

・アの葉について考えることができていない児童が多い場合は全体で確認する。
☆実験方法について一度でうまく理解できなかった児童への支援として，ICT端末で確認できるようにしておく。

・結果は黒板，ICT端末両方で共有させる。
・実験結果を基に，それぞれで考察するようにさせる。
・アやエについての考察が詳しく表現されているものや，
実験方法に関する気付きについて表現されているものがあれば教師側で取りあげ，全体で共有する。
◎葉に日光が当たるとでんぷんができることについて実験結果を基に考察したことを表現することができている。【思考・判断・表現】発言・ノート等
・本時の学習の中で分かったことや考えたこと，疑問に思ったことなどを振り返らせる。


葉に日光が当たるとでんぷんができるのだろうか。





葉に日光が当たるとでんぷんができる。








